







体は, 超人的な属性や機能を備えていて, ｢煩悩｣ とは無縁である”とい
う考えが仏教史の初期にありました｡ ブッダの全存在が完全であるという
立場からすれば, そのように考えるのはもっともです｡












































これだけ長きにわたって ｢心の移転｣ を繰り返し, ブッダを目指して頑
張るのです｡ こういうわけですから, シャーキャブッダの時代から今日














するブッダ｣ を“偉大な太陽”(/大日) と呼びました｡ ｢あ
らゆるものを隈無く照らす真理｣ の比喩です｡ この人々がシンボル操作に
よって目指したのは, ブッダに見立てた真理 ｢偉大な太陽｣ でありました｡











用いられています｡ ｢偉大な太陽｣ の場合も, 独特の指の組み方がシンボ
アーヴェーシャと阿尾奢, そしてアビシャ/バク
― ―5
ルとされています｡ また, 心理記号は円や三角など, 心に浮かべる図形で
す｡ シンボル操作をしてブッダになろうとする人々の間で, ｢偉大な太陽｣
を象徴する特定の図形記号が約束事として決められているのです｡
｢偉大な太陽｣ を象徴する音声を発し, ｢偉大な太陽｣ を象徴する形に指
を整え, さらに ｢偉大な太陽｣ を象徴する図形を心に浮かべる｡ これがブ























アーヴェーシャ”という語は ｢はいり込むこと｣ という意味です｡ 何が
はいり込むのかと言いますと, ｢偉大な太陽｣ がはいり込むのです｡ ｢偉大
な太陽｣ が自分の中にはいり込んだというヴァーチュアル・リアリティを




















なお, 入門希望者の身体にいり込むものとして, ｢偉大な太陽｣ のほか
によく名前が挙げられるのは ｢真理人間｣ (	/金剛薩) です｡
これは ｢偉大な太陽｣ に準じる存在です｡ ｢真理を身体とするブッダ｣ で





インドで“”という語が指す ｢ダイヤモンド｣ は, 一般に ｢この
世で最も堅いもの｣ になぞらえられますが, ここでは ｢何物によっても破
壊できない堅固な真理｣ の比喩です｡ したがいまして, ｢真理人間｣ を意
味する合成語“”は, ｢真理 () であり, かつ人間 ()
であるもの｣ を指します｡ これは人間としても機能しますから, 真理を伝








『タットヴァサングラハ』 の中国語訳 『金剛頂經』 には, 弟子を入門さ
せるに当たって行われる ｢阿尾舎｣ について記述があり,“真理人間ヴァ
ジュラサットヴァを弟子の身体に入り込ませて, 弟子と一体化させる”と






当たりません｡ もっとも, 外国人の記録ではありますが, 日本の空海が師





教付法傳』 巻二)｡ ところが, 皇帝の命を受けて恵果が実践した ｢阿尾奢｣
というが何とも奇妙なもので, ｢魔醯首羅天｣ が登場して ｢童子｣ に ｢遍
入｣ するのです｡ そして, 皇帝がこの ｢天｣ に質問して, ｢三世事｣ や
｢帝王暦數｣ について教えてもらいます｡
空海が長安で習った恵果は, シヴァ (魔醯首羅天) を呼び出して子供












空の ｢正嫡｣ とし, ｢密教伝承の第七祖｣ としました｡ 自分自身を ｢第八
祖正嫡｣ とするためです｡ ところが, 実際に第七祖となったのは慧朗でし
た (『大唐興善寺故大徳大辨正廣智三藏和尚碑銘并序』)｡ そして, 空海が
長安に着いた時, 不空の後継者となった慧朗は27年前に死んでいました｡
ところで, 中国語で伝わる文献の中に 『速疾立験魔醯首羅天説阿尾奢法』
があり, 男女の子供に ｢聖者｣ をはいり込ませて未来のことを語らせると
言っています｡ この場合に“聖者”という語が指すのは, ｢徳と知恵が完









さらに注目すべきことに, ｢聖者｣ でも子供でもない第三者がいて, こ
のプロセス全体を取り仕切っています｡ ここで主役となるのは呪術執行者
なのです｡ 未来のことなど, 人間の力では得られない情報を得ようとして,









ところが中国で開発された ｢阿尾奢｣ は, 子供の希望に添って行われる
のでもなく, ｢聖者｣ の希望に添って行われるのでもありません｡ すべて
は呪術執行者の目論みに添って行われるのです｡“阿尾奢”という名前は,
｢はいり込む｣ という意味と共に, 確かにタントラ仏教から継承されてい
ます｡ しかしながら, 継承されたのはそこまでです｡ はいり込むものを







す｡ 男の霊には男の子供が ｢｣ として用意され, 女の霊には女の子供が
｢｣ として用意されます (『儀禮』, ｢士虞禮記｣: 男男, 女女)｡ この
際に, 子供の身体に侵入するのは父の霊ではなく祖父の霊です (『儀禮注』
ad ｢特牲饋食禮｣: 太夫士以孫之倫爲)｡ このように, 先祖の霊が男女の
子供にはいり込むことは, 中国の文化伝統に深く根差しています｡ アーヴ
ェーシャから ｢阿尾奢｣ への転換は, このような文化圏で起こったのです｡































が不満で, シヴァ () に相談します｡ そして, 求めに応じてシヴァが
ガルダに説いたのが ｢阿尾奢｣ であると言います（『速疾立驗魔醯首羅天
説阿尾奢法』 一巻)｡ このように発案者のシヴァから直接教えを受けたガ




に ｢阿尾奢｣ を行うわけですが, その際の式次第について詳細な規定が設
けられています｡ うまくことが運ぶと ｢聖者｣ が子供の身体にはいり, 質
問に答えて未来に起こることを語ります (『速疾立験魔醯首羅天説阿尾奢






とすれば, そして ｢密教｣ の行事と考えられていたとすれば, 中国で行わ
れていた ｢密教｣ もかなり怪しげなものであったようです｡ 少なくとも,
ブッダになるという仏教の究極目標とは縁のないものであったと言えまし
ょう｡
子供を使う ｢阿尾奢｣ に言及する中国語文献にも, はいり込む者を ｢真
理人間｣ とするのがあります｡ 『守護國界主陀羅尼經』 に描かれる ｢阿尾






(『守護國界主陀羅尼經』 巻第九)｡ この ｢真理人間｣ は侵入させられる
｢聖者｣ に過ぎません｡ 設けられている状況はシンボル操作と関係がない
のです｡
恵果が行った ｢阿尾奢｣ では, シヴァが子供の身体に侵入させられて
未来を語った”という文章で（『秘密曼荼教付法傳』第二), 空海はでまか
せを言っているのではなく, 中国で言われていたことを正しく伝えている
のです｡ 空海の伝える恵果の ｢阿尾奢｣ が 『速疾立験魔醯首羅天説阿尾奢









るのですから, 中国で ｢阿尾奢｣ と呼ばれる予言呪術は, 確かにタントラ









ら, ｢真理人間｣ が関与するとはいえ, この場合もブッダになることとは












陽｣ や ｢真理人間｣ である必要もなくなり, 予知能力のある超自然的存
在なら何でもよいことになります｡ こうして, ヴィシュヌの代理ガルダが,
｢聖者｣ と呼ばれる超自然的存在として登場します｡ そして, 過去現在未
来にわたって情報を提供していた ｢真理人間｣ に代わって, もっぱら
｢未来の善悪と災祥｣ について語り, ｢三世｣ すなわち過去・現在・未来に
わたる時間の流れについては語らなくなります｡ ガルダが ｢聖者｣ として
登場する ｢阿尾奢｣ には, ｢行いと報いの対応法則｣ に関心を抱く者が関














れて, 未来予知に有効な呪術が開発されました｡ そうしますと, 未来予知
以外にもこれを利用しようと思いつく者が現れるのは自然の成り行きであ
りましょう｡





を持たせ, 地面に ｢鬼神｣ の絵を描かせて, その胸や背中を激しく打たせ
ます｡ すると, 病人は泣き喚き頭を叩いて助けを求めます｡ 柳の枝でひど
く打たれた ｢鬼神｣ が病人の身体を借りて激痛に反応しているのです｡ 最
後にこの ｢鬼神｣ は病人の口を借りて“再び来ない”と誓って立ち去りま
す｡ とたんに病人は回復します (『守護國界主陀羅尼經』 巻第九)｡
未来に起こる災いについて警告を発するだけてあった超越的存在は, こ
こではすでに起こっている災いに対処しようとします｡ 子供の身体に入り
込んで, 病人に取り憑いている ｢鬼神｣ と闘って打ち負かすのです｡ こう
して, 予言のための呪術は病気治療用に転用されることがあるわけです｡














直すには, ジャキの活動を停止しなければなりません｡ そして, ジャキが
いたたまれないような状況を作りだし, 二度と近づかないと約束させなけ
ればなりません｡ このように, 病気を治療する決め手は, ジャキを第三者
の身体に閉じ込めて身動きできないように拘束することです｡




ます｡ 仏教術語の“法樂”は ｢真理を知る喜び｣ を意味しますが, 日本語
で“ホフラク”は ｢カミやホトケを喜ばせること｣ を意味します｡ 治療技
術としてのホフラクは, ｢カミやホトケのご機嫌をとって病人の側から去
ってもらうこと｣ でありました｡
ところで, 清和の時代 (858876) に天台宗の相応がアビシャ (阿比舎)


























るのは, 病人とは別の者です｡ ところが, もっと古い時代にはジャキを病
人の身体に閉じ込めていました｡ 体内に閉じ込められたジャキの苦しみを
受けて, 病人が狂乱状態になりますから, 病状はさらに悪化することにな






超越者が子供の身体に入り込んで, 病人に取り憑いている ｢鬼神｣ を苦し
めます｡ 超越者が入り込んだ子供が絵の中の ｢鬼神｣ を打つのです｡ 病人










『拾遺往生傳』 の ｢相應傳｣ で“呪縛於Ａ”(呪術を使ってＡの中に縛る)





当時の日本で病気治療に携わっていたのは, ミッケウ (密教) の文献を
読むのに熱心であった人々でありました｡ この治療用呪術の改革に当たっ












恵果の略伝の中で ｢阿尾奢｣ に言及した空海は, 多少の勘違いはあるに
しても, 『速疾立驗魔醯首羅天説阿尾奢法』 に見られる記述を知っていま
した｡ シンボル操作の訓練に欠かせないアーヴェーシャには関心がなかっ





陀羅尼經』 を読んでも, 中国人が開発した ｢阿尾奢｣ 体系の全体には関心
がなかったのです｡ こうして, この文献で ｢阿尾奢｣ 論の中核を成す ｢未
来予言のために行われる呪術｣ は無視されました｡ そして, ついでに書き
足した ｢子供を登場させる記事｣ が取り上げられました｡ しかも採用され
たのは ｢子供が登場して悪鬼を追っ払う｣ というアイデアだけで, ｢地面






















タントラ仏教の基本文献 『タットヴァサングラハ』 の中国語訳 『金剛頂









The Indian Word “”
As Adopted by the Chinese and the Japanese
Nobuhiko KOBAYASHI
Derived from the verbal root “	
” (to enter), the Sanskrit noun “		”
means “entering.” And Tantric Buddhists often use it as a technical term.
Then, who “enters” in their texts? In Tantric Buddhism, the personified truth
is called “					” (the great sun), and it is this					that is
expected to enter the mind of a Tantric applicant.
The word “		” is transcribed in Chinese as “阿尾奢” [	].
Paying no attention to the original meaning of the word, however, the Chinese
developed their own story, in which a superhuman enters the body of a child
and prophesies the future. The Indian initiation of a Tantric trainee is con-
verted into an augury performance in China,
Having adopted the Chinese loan word “阿尾奢,” the Japanese utilized it as
a form of medical treatment. In order to cure a patient of a disease, they bring
a child so that a zyaki (邪氣 evil spirit) may enter its body. Trapped in the
small body of the child, the spirit suffers a great deal and runs away. Then, the
patient is free from the disease.
The Indian word “		” has travelled through China to Japan. However,
this does not mean that Buddhist Tantrism has made the same journey.
